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1. 福祉⽤具貸与⽬・販売種⽬のあり⽅検討会の議論 

国際医療福祉⼤学⼤学院 福祉⽀援⼯学分野 教授 東畠 弘⼦ 
  

厚⽣労働省の「介護保険制度における福祉⽤具貸与⽬・販売種⽬のあり
⽅検討会」(以下検討会)が 7 ⽉ 20 ⽇、開催されました。検討会は昨年 2
⽉から始まり、9 ⽉に中間整理を取りまとめていました。それから 1 年近
くがたち、「安全な利⽤、利⽤の適正化、貸与と販売種⽬のあり⽅」の 3
点を軸に、さらに議論を進めるために開かれたものです。⾞いすシーティ
ングと検討会の議論とに直接のかかわりはないですが、介護保険での福祉
⽤具のあり⽅の議論なので、報告します。 
 7 ⽉ 20 ⽇の検討会では、昨年の中間報告を踏まえて、安全な利⽤と適正
化については、①福祉⽤具事故報告様式の貸与事業所に対する活⽤の周
知、②厚労省が実施する都道府県担当者を集めた全国課⻑会議等で、消費
⽣活⽤製品安全法に基づく福祉⽤具の重⼤事故の周知徹底、③福祉⽤具専
⾨相談員によるモニタリング時期の明確化、④⾃治体向け点検マニュアル
の作成、⑤「福祉⽤具の選定の判断基準」(以下ガイドライン)の⾒直し、
⑤福祉⽤具専⾨相談員指定講習カリキュラムの⾒直し―などが対応⽅針と
して挙げられ、個々の委員からはさらなる充実や意⾒が出されましたが、
⽅向性としては賛同が得られました。 

ガイドラインは、昨年 9 ⽉の中間報告で⾒直しが提⾔されていたもので
す。そもそもガイドラインは 2004年に「介護⽀援専⾨員が居宅サービス
計画に福祉⽤具を位置付ける場合等における標準的な⽬安」となるように
作成されたものです。その後の種⽬の追加等や例外給付の場合の留意事項
の例⽰、多職種連携に資するようにしてほしいとの意⾒から、⾒直しを⾏
うものです。 
 昨年の中間報告では、⼿すりなどの⼀部の種⽬について貸与か購⼊かを
利⽤者が選択するという選択制について、可能かどうかの検討を⾃治体へ
のアンケートや利⽤者負担など幅広い観点から更に検討するとなっていま
した。この選択制については、今回の検討会でも保険者の委員からは強く
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求める意⾒が出されましたが、慎重意⾒も多く、さらに次回の議論に持ち
越されました。 
 筆者は委員として参加しています。選択制に限らず、販売であったとし
ても、利⽤者の購⼊後の福祉⽤具専⾨相談員による状況確認(モニタリン
グ)は、安全な利⽤のために必須と考えて、発⾔してきました。また、選
択制を利⽤開始時に、利⽤者が判断できるかという疑問を持ちます。仮に
選択制にしたときも、⼀定期間の貸与後に、貸与か販売かを利⽤者が判断
したほうが、利⽤者にとっても安⼼であると考えます。検討会の議論は集
約され、来年の介護報酬改定を審議する介護給付費分科会の議論などに反
映されます。⾞いすシーティングの報酬への位置づけの場合は、この検討
会を経るかどうかは不明ですが、介護給付費分科会の議論の俎上に乗る必
要はあります。 
 

2. 認知症ケア学会 報告 

⼀般財団法⼈⽇本⾞椅⼦シーティング財団 代表理事 ⽊之瀬 隆 

2023 年 6⽉ 3 ⽇（⼟）〜4⽇（⽇）に国⽴京都国際会館にて⽇本認知症
ケア学会が開催されました。学会のミドルセミナーで認知症ケアにおける
シーティングとして、多職種連携の⾞椅⼦シーティングによる安全安⼼な 
ケア環境をつくると題してセミナーをおこないました。以下に、抄録の⼀
部と事例報告をいたします。 

介護保険の介護報酬に 2021 年 4⽉よりシーティングが⼊り、訪問リハ
ビリテーション、通所リハビリテーション、介護⽼⼈保健施設、介護医療
院、介護療養型医療施設について、介護報酬が算定できるようになりまし
た。⾼齢者ケアにおけるシーティングとは、「体幹機能や座位保持機能が
低下した⾼齢者が、個々の望む活動や参加を実現し、⾃⽴を促すために、
椅⼦や⾞椅⼦等へ快適に座るための⽀援であり、その⽀援を通して、⾼齢
者の尊厳ある⾃⽴した⽣活の保障を⽬指すもの」と定義されています。ま
た、「椅⼦に座る」という暮らしの保障が記載されており、認知症ケアに
おいて、安全性の⾼い安⼼できる環境を整えるために、シーティングを多
職種連携でチームを作る時代となりました。 

認知症におけるシーティングとは、認知症のあるご本⼈が落ち着ける環
境を整えるために、座り⼼地のよい椅⼦環境や⾞椅⼦環境を⾝体状況や認
知症の状態に合わせて評価して対応することです。認知症の症状にもより
ますが、⾝体の状態や⾝体⼨法に合わない椅⼦では落ち着きがなく徘徊や
急に⽴ち上がる動作がみられた利⽤者が、⾝体に合った椅⼦や⾞椅⼦を使
うことで問題⾏動が軽減することはよく経験することです。 

認知症の中核症状の健忘症、多動、徘徊、失⾒当識がみられる状況で、
歩く機能が残っている場合は、「安⼼」できる環境として「座り⼼地のよ
い椅⼦・⾞椅⼦」が必要となり、⽴ち上がりや座る動作の安全性が椅⼦に
求められます。多動や徘徊の原因はさまざまありますが、⾝体のどこがつ
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らいのか？どのような姿勢でいるのか？そのようなことがわかる能⼒を専
⾨⽤語では体性感覚といい、⼈が無意識下でも感じられる感覚で認知症の
ある⼈でも残る感覚です。次に、実⽤性歩⾏機能のない⼈や寝たきり状態
の⼈には、臥位のポジショニング、⾞椅⼦シーティングの対応と⼀⽇の離
床時間・回数を含めたケアプランが必要になります。写真の事例は認知症
があり椅⼦の⼨法が合わずすべり座りになるために⾷事が⼗分にとれない
⽅でした。椅⼦の⼨法を合わせ、テーブルも調整することで⾷事動作が⾃
⽴しました。  
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

3. シーティングセミナー開催のご案内 

介護保険制度施⾏後、街中で⾞椅⼦に乗って移動する姿を昔よりは⾒か
けるようになり、シーティングに関する団体も増え研修会も⾏われるよう
になりましたが、適切なシーティングが⼗分に⾏われている状況にはない
のが現実ではないでしょうか。在宅でも、施設でも、適切なシーティング
が⾏われるようになるためには、何がボトルネックになっているのか、ど
のような対応策があるのか、パネラーの⽅々それぞれの⽴場から意⾒をお
聴きし、皆で今後の取り組みを考えていきたいと思います。ぜひご参加く
ださい。 
セミナー詳細は次ページをご覧ください。 
セミナーテーマ 

高齢者椅子（ペルチェア） 
・前座高：38ｃｍ ・座位殿幅：35ｃｍ 
・背張り調節：円背に合わせて 
身体寸法：座位臀幅 33cm、座底長 47cm 
座位下腿長 38cm（靴） 
・背張り調節：円背に合わせて 
・安定した座位姿勢 
・基本座位姿勢  

 

・椅子サイズ 
    椅子前座高：44ｃｍ 
・すべってしまうため足組 
・左に傾く座位姿勢 
・食事には数回すべり座りの修正 

 

食器の中が見える。 
身体を前傾して箸を使う。 



 

｢どうすれば介護保険制度でシーティングを普及させることができるか｣ 
主催：⼀般財団法⼈⽇本⾞椅⼦シーティング財団 
⽇時：2023 年 10 ⽉ 14⽇（⼟） 

13：00〜16：30（12：30 より受付） 
会場：東京都中央区⽇本橋堀留町 1−10−１カクタビル２階会議室 
セミナー形式：会場少⼈数参加 + Zoomでのリアルタイム配信 
（後⽇録画配信あり） 
 

 

こちらの QR コードからお申
込みください。 

 

参加費：賛助会員（法⼈・個
⼈）無料、⾮会員 3000 円 
＊⾮会員の⽅は、これを機会
に⼊会（年会費 3000 円）頂く
と参加費無料になります。 
定員：会場 20 名、Zoom 80 名  
定員になり次第、締め切らせ
ていただきます。 
録画配信は財団 H P より会員
向け配信予定。この機会に会
員登録をお願いします。 
E メール：
japanseating@gmail.com 
電話：03-3677-7668 
当⽇の連絡先：090-9849-0869 

〈プログラム〉 
司会：財団副代表 加島守  財団評議員⻑ ⾼⽊憲司 

① 13：05〜13：35 基調講演   
国際医療福祉⼤学⼤学院 教授 東畠弘⼦⽒ 

② 13：35〜14：00 
元厚⽣労働省⽼健局振興課福祉⽤具・住宅改修指導官  
現アルジョ・ジャパン株式会社 ⼭下陽⼦⽒ 

③ 14：00〜14：25 
居宅介護⽀援事業所ケアマネウイズだいこんの花 主任介護⽀援
専⾨員  東京都介護⽀援専⾨研究協議会前理事⻑ ⼩島操⽒ 

〜休憩〜 
④ 14：35〜15：00 

関川愛広苑 シーティング･コンサルタント 作業療法⼠ ⼆村淳⼦⽒ 
⑤ 15：00〜15：25 

⽇建リース⼯業株式会社 介護事業本部 阿部和哉⽒ 
⑥ ディスカッション 15：25〜16：15（加島・⾼⽊・東畠コメント） 

16：30 終了 
 
【編集後記】 
6⽉から続く猛暑。国連のグテーレス事務総⻑は「地球温暖化は終わり
地球沸騰の時代が到来した」と警鐘を鳴らし、「気候変動の最悪の事態
を回避することは、まだ可能だ」と発⾔した記憶も新しい。事実、⽇本
でも、猛暑⽇の⽇数は過去最⾼を更新し続けています。今年は蚊が少な
いなぁと思って専⾨家に聞いたら、蚊は気温 25℃〜30℃に活動が最も活
発化し、35℃を超えるとほとんど活動しなくなるとのこと。蚊も活動で
きない暑さということだと妙に納得したことを覚えています。こうなる
と、冷房は贅沢品ではなく、⽣活必需品、むしろ⽣命維持装置と⾔って
も過⾔ではありません。体温調整機能が失われた⽅々やモールド型の座
位保持装置で⽣活されている⽅々の苦労は如何許りかと、想像します。
⾞椅⼦や座位保持装置にもメッシュ素材やクール素材などが使⽤される
ようになって久しいですが、今年の HCRでは、どんな新しい製品や素材
が登場するのか楽しみです。HCRは、9 ⽉ 27〜29 ⽇、東京ビックサイ
トで開催されます。ぜひ来場ください。     事務局 川畑善智 
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